
●
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
の
誕
生

フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
総

督
府
が
バ
ン
ジ
ェ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
か
ら
ア
ビ
ジ
ャ

ン
に
移
さ
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
、
一
九
六
○
年
の
独
立
後
も
一
九
八
三

年
に
ヤ
ム
ス
ク
ロ
に
遷
都
が
決
定
す
る
ま
で
五
○

年
間
ア
ビ
ジ
ャ
ン
は
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
国
の
首

都
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
法
制
的
に
内
陸

の
ヤ
ム
ス
ク
ロ
に
遷
都
が
決
定
し
て
か
ら
二
○
余

年
を
経
た
今
日
で
も
実
質
的
に
は
こ
の
ア
ビ
ジ
ャ

ン
が
経
済
的
に
は
も
ち
ろ
ん
政
治
・
行
政
的
に
も

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
末
、
西
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
拡
張
競

争
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
ま
ず
ア
ビ
ジ
ャ
ン
の
東

方
五
○
キ
ロ
の
海
岸
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
内
陸

進
出
の
た
め
の
拠
点
を
設
定
す
る
。
グ
ラ
ン
・
バ

ッ
サ
ム
の
海
岸
に
は
、
総
督
府
の
庁
舎
（
現
在
は

博
物
館
）
や
植
民
地
時
代
、
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
の

貿
易
を
一
手
に
担
っ
て
い
た
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
フ
ラ
ン

ス
西
ア
フ
リ
カ
会
社
）
の
建
物
の
廃
墟
が
今
も
残

っ
て
い
る
。
一
九
○
○
年
に
当
地
に
黄
熱
病
が
流

行
し
た
こ
と
で
総
督
府
は
ラ
ギ
ュ
ー
ン
（
潟
湖
）

を
越
え
た
内
陸
の
バ
ン
ジ
ェ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
に
移

さ
れ
る
。
こ
の
町
の
名
は
、
一
九
世
紀
末
、
西
ア

フ
リ
カ
内
陸
部
を
単
独
で
踏
査
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

探
検
家
で
あ
り
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
植
民
地
の

初
代
総
督
に
も
就
任
し
た
バ
ン
ジ
ェ
ー
ル
に
因
ん

だ
も
の
だ
。

ア
ビ
ジ
ャ
ン
は
二
○
世
紀
初
頭
、
わ
ず
か
人
口

一
四
○
○
人
の
エ
ブ
リ
エ
族
の
小
さ
な
漁
村
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
ア
ビ
ジ
ャ
ン
は
一
八
九
四
年

以
来
、
内
陸
の
オ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ル
タ
（
現
ブ
ル
キ

ナ
フ
ァ
ソ
）
に
向
か
う
鉄
道
の
起
点
と
し
て
選
ば

れ
、
鉄
道
工
事
が
開
始
さ
れ
て
人
口
は
増
加
し
始

め
た
が
、
そ
れ
で
も
総
督
府
が
移
転
し
て
き
た
一

九
三
四
年
当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
一
万
七
○
○
○

人
で
あ
っ
た
。

ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
の
飛
躍
的
発
展
が
始
ま
る
の
は

一
九
五
○
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の

契
機
と
な
っ
た
の
は
一
九
五
○
年
の
ヴ
リ
デ
ィ
運

河
の
開
通
に
よ
る
ア
ビ
ジ
ャ
ン
港
の
開
設
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
大
型
船
が
停
泊
で
き
る
港
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は
ア
ビ
ジ
ャ

ン
港
の
開
設
で
、
熱
帯
産
品
の
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ

ア
、
木
材
な
ど
の
輸
出
が
拡
大
し
「
象
牙
の
奇

跡
」
と
称
せ
ら
れ
た
ほ
ど
の
高
度
経
済
成
長
を
一

九
七
○
年
代
末
ま
で
持
続
す
る
。

一
九
四
八
年
、
わ
ず
か
四
万
八
○
○
○
人
で
あ

っ
た
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
の
人
口
は
一
九
五
五
年
に
は

す
で
に
一
○
万
人
、
一
九
六
七
年
に
は
四
○
万
人

を
越
え
て
植
民
地
時
代
、
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
の
総

督
府
が
置
か
れ
て
い
た
セ
ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
市

を
し
の
ぐ
旧
フ
ラ
ン
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
最
大
の
都

市
に
ま
で
発
展
し
た
。
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
六

三
年
ま
で
の
一
五
年
間
、
実
に
年
平
均
一
一
・
五

％
と
い
う
急
激
な
人
口
成
長
を
記
録
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
は
成
長
を
続
け
、
市
街
地

は
植
民
地
時
代
の
ラ
ギ
ュ
ー
ン
を
挟
ん
で
植
民
者

街
と
ア
フ
リ
カ
人
居
住
地
が
対
峙
し
て
い
た
中
心

部
か
ら
外
延
的
に
拡
大
し
、
今
日
で
は
人
口
二
五

○
万
人
を
越
え
る
大
都
市
と
な
っ
た
。

●
ヤ
ム
ス
ク
ロ
へ
の
遷
都
法
案

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
首
都
を
こ
の
ア
ビ
ジ
ャ

ン
か
ら
内
陸
の
ヤ
ム
ス
ク
ロ
に
移
す
と
い
う
法
案

が
国
民
議
会
で
可
決
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
三
年

三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
長

で
も
あ
っ
た
地
元
エ
ブ
リ
エ
族
出
身
の
国
会
議
員

ジ
ュ
ロ
氏
は
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領
に
「
自
分

の
責
任
で
提
案
す
る
こ
と
」
と
い
う
条
件
で
事
前

に
了
解
を
取
り
付
け
た
上
で
、
こ
の
遷
都
法
案
を

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
二
都
物
語
─
ア
ビ
ジ
ャ
ン
と
ヤ
ム
ス
ク
ロ
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国
民
議
会
に
提
出
し
た
。
一
九
六
○
年
の
独
立
以

来
、
五
期
続
け
て
大
統
領
の
地
位
を
保
持
し
、
今

や
国
父
的
存
在
で
あ
る
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領

の
生
地
で
あ
る
ヤ
ム
ス
ク
ロ
に
首
都
を
置
く
こ
と

は
歴
史
的
意
義
が
あ
る
こ
と
、
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
の

都
市
機
能
が
近
年
の
急
激
な
膨
張
で
限
界
に
達
し
、

麻
痺
寸
前
の
状
況
に
あ
る
こ
と
が
提
案
理
由
で
あ

っ
た
。
す
で
に
一
九
七
○
年
代
ま
で
の
高
度
経
済

成
長
か
ら
一
転
し
て
経
済
不
況
に
あ
え
い
で
い
た

こ
の
時
期
に
付
加
的
財
政
支
出
を
伴
う
遷
都
は
い

か
が
な
も
の
か
と
危
惧
す
る
声
も
あ
が
っ
た
が
、

こ
の
遷
都
法
案
は
可
決
さ
れ
る
。
こ
の
法
案
が
可

決
さ
れ
る
や
、
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領
は
自
分

が
所
有
す
る
二
五
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園
を

首
都
建
設
の
た
め
に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
を
表

明
す
る
。

ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領
が
「
自
分
の
責
任
」

で
こ
と
を
運
べ
と
、
こ
の
法
案
提
出
に
条
件
を
つ

け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
法
案
が
可
決
さ

れ
た
時
、
ジ
ュ
ロ
市
長
は
ま
さ
に
時
の
寵
児
と
な

り
、
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
の
後
継
者
候
補
と
し
て
頭

角
を
現
し
た
。
し
か
し
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
の
か

そ
の
後
、
汚
職
事
件
で
失
脚
し
て
し
ま
う
。

●
聖
地
ヤ
ム
ス
ク
ロ

私
が
ヤ
ム
ス
ク
ロ
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
一
九

六
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
人
口
一
万
人
足

ら
ず
の
小
さ
な
町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ヤ
ム
ス
ク
ロ

が
、
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領
の
生
地
で
あ
る
と

い
う
特
権
的
地
位
を
示
す
景
観
は
二
つ
の
み
。
な

ぜ
か
私
に
日
本
の
銭
湯
の
壁
に
か
け
ら
れ
た
大
き

な
富
士
山
と
伊
豆
の
海
の
風
景
画
を
思
い
起
こ
さ

せ
た
青
色
の
塀
に
囲
ま
れ
た
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大

統
領
の
広
大
な
私
邸
（
そ
の
後
、
さ
ら
に
立
派
な

も
の
に
建
て
か
え
ら
れ
、
私
邸
な
の
か
公
邸
な
の

か
外
部
者
に
は
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
後
述
）
と
、

台
湾
の
農
耕
隊
（
国
連
に
お
け
る
台
湾
の
議
席
維

持
の
た
め
に
、
米
国
の
資
金
で
農
業
技
術
援
助
と

し
て
ア
フ
リ
カ
各
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
）
が
維

持
管
理
し
て
い
る
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
大
統
領
が
所

有
す
る
広
大
な
米
田
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

一
九
八
三
年
の
遷
都
法
案
可
決
後
に
私
は
ヤ
ム

ス
ク
ロ
市
を
再
訪
し
て
驚
い
た
。
ま
ず
、
一
九
八

○
年
代
初
め
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
ア
ビ
ジ
ャ
ン

市
郊
外
か
ら
の
片
道
二
車
線
の
高
速
道
路
。
現
在

も
ま
だ
全
長
一
四
七
キ
ロ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、

や
が
て
ヤ
ム
ス
ク
ロ
ま
で
の
残
り
が
建
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
（
す
で
に
あ
れ
か
ら
二
○
年
以
上
経

過
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
着
工
の
気
配
は
な
い

が
）。
高
速
道
路
が
終
わ
る
と
残
り
一
○
○
キ
ロ

余
り
は
片
道
一
車
線
の
旧
街
道
と
な
る
が
、
現
地

の
慣
れ
た
人
な
ら
ア
ビ
ジ
ャ
ン
・
ヤ
ム
ス
ク
ロ
間

は
車
で
二
時
間
半
も
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

ヤ
ム
ス
ク
ロ
市
の
入
り
口
の
標
識
が
見
え
た
途

端
、
そ
こ
か
ら
道
路
は
突
如
、
空
港
の
滑
走
路
を

彷
彿
さ
せ
る
片
道
四
車
線
は
あ
ろ
う
広
大
な
道
路

に
変
わ
る
。
そ
の
道
路
の
両
側
に
は
街
灯
の
ポ
ー

ル
が
二
、
三
○
メ
ー
ト
ル
お
き
に
立
ち
並
び
、
市

の
入
り
口
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
巨
大
な
ア
ー
ケ

ー
ド
の
よ
う
だ
。
人
っ
子
一
人
通
っ
て
い
な
い
こ

の
広
大
な
道
路
を
鶏
が
一
羽
よ
ち
よ
ち
横
切
っ
て

い
く
。
牧
童
に
引
き
連
れ
ら
れ
た
数
十
頭
の
牛
が

の
っ
し
の
っ
し
と
道
路
の
真
ん
中
を
行
進
し
て
い

く
。
こ
の
道
路
を
数
キ
ロ
走
り
市
の
中
心
に
達
し

て
も
、
車
も
人
の
数
も
こ
の
広
大
な
道
路
に
ふ
さ

わ
し
い
数
に
は
達
し
な
い
。

こ
の
幹
線
道
路
ほ
ど
広
く
は
な
い
が
、
市
内
に

は
縦
横
に
舗
装
道
路
が
走
っ
て
い
る
。
大
統
領
邸

も
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
一
キ
ロ
四
方
も
あ
る

広
大
な
敷
地
は
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
白
壁
の
塀
で

囲
ま
れ
、
数
カ
所
あ
る
門
は
緑
色
に
塗
ら
れ
た
大

き
な
鉄
の
扉
に
金
色
の
把
手
を
あ
し
ら
っ
て
荘
厳

さ
を
演
出
し
て
い
る
。
正
面
の
ワ
ニ
を
放
し
飼
い

に
し
て
い
る
堀
越
し
に
「
本
殿
」
が
見
渡
せ
る
。

そ
の
正
面
玄
関
の
両
側
に
は
狛
犬
な
ら
ぬ
金
箔
の

羊
（
ボ
ワ
ニ
は
羊
を
意
味
す
る
）
が
鎮
座
し
、
こ

こ
が
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
の
館
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
市
の
中
心
か
ら
一
○
数
キ
ロ
は
な
れ
た

サ
バ
ン
ナ
の
原
野
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
も
離
着
陸
で

き
る
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
備
え
た
空

港
も
完
成
し
て
い
た
。
市
の
は
ず
れ
に
は
ゴ
ル
フ

場
や
プ
ー
ル
を
備
え
た
豪
華
な
ホ
テ
ル
が
建
設
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
名
も
オ
テ
ル
・
プ
レ
ジ
ダ
ン

（
大
統
領
ホ
テ
ル
）。
空
港
の
管
制
塔
を
大
き
く

広
げ
た
よ
う
な
か
た
ち
の
最
上
階
（
一
五
階
）
の

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
全
市
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
越

え
て
果
て
し
な
く
続
く
サ
バ
ン
ナ
の
原
野
ま
で
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
見
る
夜
景
は
、

東
京
の
そ
れ
の
よ
う
な
色
と
り
ど
り
の
ネ
オ
ン
の

光
は
な
い
が
、
街
灯
の
光
の
放
列
が
黄
白
色
一
色

で
整
然
と
縦
横
に
走
っ
て
い
る
光
景
は
見
事
で
あ

る
。
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人
の
集
会
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
フ

ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
し
た
と
い
う
聖
堂
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
、
そ
の
使
徒
た

ち
の
絵
の
中
の
使
徒
の
一
人
に
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ

と
お
ぼ
し
き
黒
人
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
、

こ
の
聖
堂
が
ア
フ
リ
カ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
聖
堂

の
尖
塔
は
本
尊
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
の
そ
れ

を
二
六
メ
ー
ト
ル
も
超
え
る
一
五
六
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
、
こ
れ
で
文
字
通
り
世
界
最
大
の
カ
ト
リ
ッ

ク
寺
院
と
な
っ
た
。

こ
の
大
聖
堂
建
設
に
つ
い
て
は
、
着
工
時
か
ら

欧
米
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
間
か
ら
非
難
の
声
が

上
が
っ
た
。
国
家
が
対
外
債
務
の
累
積
に
苦
吟
し

て
い
る
最
中
に
、
た
と
え
大
統
領
の
私
財
と
は
い

え
、
こ
の
よ
う
な
非
生
産
的
な
投
資
は
許
さ
れ
な

い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
難
に
対

し
て
フ
ォ
ロ
ゴ
情
報
相
（
当
時
）
は
そ
の
よ
う
な

非
難
は
人
種
的
偏
見
に
基
づ
く
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
数
々
の
大
寺
院
が
建
設
さ
れ
た
時
代
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
大
衆
の
生
活
は
今
日
の
イ
ボ
ワ

ー
ル
人
の
生
活
よ
り
貧
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
と

や
り
返
し
た
。

サ
バ
ン
ナ
の
原
野
に
聳
え
立
つ
こ
の
大
聖
堂
の

威
容
を
眺
め
て
い
る
と
、
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
に
ま

つ
わ
る
逸
話
を
思
い
出
す
。
植
民
地
時
代
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
の
国
務
大
臣
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在

し
て
い
た
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
優
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ

バ
ン
の
豪
邸
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
に
戻
っ
た
時
、
植
民
地
政
府
の
高
官
さ

え
乗
っ
て
い
な
い
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
最
高
級

の
建
立
だ
け
で
あ
っ
た
。
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
が
私

財
四
○
○
億
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
（
当
時
の
換
算
率
で

約
二
○
○
億
円
）
を
投
じ
わ
ず
か
三
年
間
の
突
貫

工
事
で
完
成
し
、
一
九
八
九
年
に
こ
の
カ
ト
リ
ッ

ク
寺
院
は
ヤ
ム
ス
ク
ロ
市
郊
外
の
サ
バ
ン
ナ
の
原

野
に
忽
然
と
巨
大
な
姿
を
現
し
た
。
彼
が
私
財
を

投
じ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
建
設
に

あ
た
っ
た
の
は
こ
の
国
の
建
設
局
で
あ
っ
た
。
こ

の
寺
院
を
設
計
し
た
の
は
レ
バ
ノ
ン
系
イ
ボ
ワ
ー

ル
人
の
建
築
家
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
リ
氏
で
あ
る
。

彼
に
は
競
合
相
手
が
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
筋

か
ら
推
薦
を
受
け
た
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家

ア
ン
リ
・
ボ
テ
ィ
エ
氏
で
あ
っ
た
。
ボ
テ
ィ
エ
氏

の
案
は
ア
フ
リ
カ
の
円
形
の
伝
統
的
な
家
屋

（case

）
の
形
を
模
し
た
、
い
か
に
に
も
ア
フ
リ

カ
風
の
高
さ
一
六
○
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
巨
大
な

寺
院
で
あ
っ
た
。
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
は
こ
の
案
を

見
て
、
こ
ん
な
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
造

物
は
西
ア
フ
リ
カ
観
光
を
事
業
と
し
て
い
る
地
中

海
ク
ラ
ブ
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
と
一
蹴
し
た
と

い
う
。
こ
れ
を
聞
い
て
フ
ァ
ク
リ
氏
は
、
ウ
フ
エ

・
ボ
ワ
ニ
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
考
え
る
ア
フ
リ
カ
ら

し
さ
の
中
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
拒
否
し
、
よ
り
普

遍
的
な
も
の
を
求
め
て
い
る
も
の
と
理
解
し
た
。

で
は
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た
フ
ァ
ク
リ
氏
の
案
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
バ
チ

カ
ン
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
の
ま
さ
に
複
製
で

あ
っ
た
。
座
席
の
足
元
か
ら
冷
た
い
空
気
が
流
れ

て
く
る
空
調
付
き
の
大
聖
堂
の
座
席
の
数
は
七
○

○
○
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
た
と
い
う
大
理
石

が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
聖
堂
前
の
広
場
で
は
一
○
万

●
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
の
政
治
的
権
威

一
九
八
三
年
の
遷
都
法
案
が
可
決
さ
れ
る
以
前

に
す
で
に
こ
れ
だ
け
の
都
市
建
設
が
、
当
時
ま
だ

一
○
万
人
た
ら
ず
の
こ
の
小
都
市
で
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ

大
統
領
の
権
勢
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
一

九
八
五
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ

は
な
ん
と
一
○
○
％
の
得
票
率
を
得
て
六
選
を
果

た
す
。政
府
機
関
紙
『
フ
ラ
テ
ル
ニ
テ
・
マ
タ
ン
』

紙
（
一
九
八
五
年
一
○
月
二
九
日
付
け
）
は
、
全

国
五
三
八
八
投
票
所
で
行
わ
れ
た
投
票
で
有
権
者

の
九
九
・
九
八
％
、
三
五
一
万
六
五
四
二
人
（
棄

権
者
は
わ
ず
か
に
七
一
七
名
）
が
投
票
し
、
ま
さ

に
文
字
通
り
全
員
が
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
に
信
任
票

を
投
じ
る
と
い
う
古
今
東
西
、
前
代
未
聞
の
椿
事

を
報
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、

ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
の
権
勢
は
極
限
に
達
し
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
五
年
後
、
政
治
民

主
化
の
嵐
の
中
で
、
彼
は
初
め
て
対
立
候
補
ロ
ー

ラ
ン
・
バ
ボ
（
現
大
統
領
）
を
迎
え
討
つ
こ
と
に

な
る
の
だ
が
。

し
か
し
遷
都
法
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、
今
日
ま

で
二
○
余
年
、
遷
都
は
実
質
的
に
は
進
展
し
な
か

っ
た
。
国
会
議
事
堂
、
最
高
裁
判
所
、
大
統
領
府

を
は
じ
め
と
す
る
各
省
、
各
国
大
使
館
な
ど
は
い

ず
れ
も
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

唯
一
、
一
九
八
五
年
以
降
実
施
さ
れ
た
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
聖
堂
（
通
称
バ
ジ

リ
ッ
ク
。正
式
名
称
は
平
和
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
）
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車
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
て
持
ち
込
み
、
植
民

地
官
僚
た
ち
の
顰
蹙
を
買
っ
た
と
い
う
。
独
立
に

際
し
て
、「
富
裕
の
中
の
隷
属
よ
り
も
貧
困
の
中

の
自
由
」
を
選
択
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
訣
別
し
て
い

っ
た
ギ
ニ
ア
の
セ
ク
・
ト
ゥ
ー
レ
に
対
し
、「
飢

え
た
る
者
に
自
由
は
な
い
」
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

と
の
協
調
路
線
を
と
っ
て
き
た
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ

は
、
こ
の
世
界
一
の
大
聖
堂
を
ヤ
ム
ス
ク
ロ
に
建

立
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見

返
し
て
や
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
大
聖
堂
の
完
成
後
、
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
は

早
速
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
に
こ
の
大
聖
堂
の
寄
進
を

申
し
出
た
。
さ
す
が
の
法
王
庁
も
こ
の
申
し
出
に

は
た
じ
ろ
い
だ
。
結
局
、
さ
ら
に
大
聖
堂
の
周
辺

に
学
校
と
病
院
を
建
設
す
る
と
い
う
条
件
で
法
王

庁
は
こ
の
寄
進
の
申
し
出
を
受
諾
す
る
。
か
く
し

て
一
九
九
○
年
九
月
、
ロ
ー
マ
法
王
も
飛
来
し
て

こ
の
大
聖
堂
の
「
魂
入
れ
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
一
九
九
三
年
一
二
月
七
日
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
の
三
三
回
目
の
独
立
記
念
日
に
八
八
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
は
、
一
連
の
さ
ま
ざ

ま
な
葬
儀
の
後
、
翌
一
九
九
四
年
二
月
七
日
、
コ

ン
コ
ル
ド
機
で
飛
来
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ

ン
大
統
領
、
シ
ラ
ク
・
パ
リ
市
長
、
バ
ラ
デ
ュ
ー

ル
首
相
ら
が
名
を
連
ね
る
八
○
名
の
フ
ラ
ン
ス
代

表
団
を
は
じ
め
国
家
元
首
二
四
名
を
含
む
各
国
の

代
表
団
が
列
席
し
た
大
聖
堂
で
の
鎮
魂
ミ
サ
で
め

で
た
く
昇
天
す
る
。

●
聖
地
か
ら
首
都
へ
（
？
）

親
元
を
離
れ
当
時
の
植
民
地
首
都
バ
ン
ジ
ェ
ー

ル
・
ヴ
ィ
ル
の
中
学
校
に
入
学
し
た
ウ
フ
エ
・
ボ

ワ
ニ
は
、
そ
こ
で
ま
も
な
く
洗
礼
を
受
け
る
。
以

来
彼
は
生
涯
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
姿
を
纏

い
続
け
た
が
、
大
聖
堂
の
建
立
を
思
い
立
っ
た
晩

年
に
は
、
彼
の
信
仰
は
揺
る
ぎ
始
め
て
い
た
ら
し

い
。
先
祖
返
り
と
い
う
べ
き
か
、
彼
の
最
後
の
愛

人
の
実
母
が
教
祖
で
あ
る
新
興
の
ア
フ
リ
カ
系
の

一
宗
派
に
か
な
り
傾
倒
し
始
め
て
い
た
と
い
う
。

大
聖
堂
は
建
立
さ
れ
て
も
、
ヤ
ム
ス
ク
ロ
市
が

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
首
都
と
し
て
の
実
質
的
な

機
能
を
発
揮
し
始
め
る
兆
し
は
一
向
に
現
れ
な
か

っ
た
。
ヤ
ム
ス
ク
ロ
市
は
、
国
父
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ

ニ
が
生
ま
れ
眠
る
聖
地
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の

ヤ
ム
ス
ク
ロ
が
政
治
的
機
能
を
発
揮
し
始
め
た
の

は
、
皮
肉
な
こ
と
に
二
○
○
二
年
九
月
一
九
日
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
内
戦
が
勃
発
、
北
部
領
土

が
反
乱
軍
の
支
配
下
に
入
り
国
が
二
分
さ
れ
て
か

ら
で
あ
る
。

ヤ
ム
ス
ク
ロ
市
は
、
南
北
の
分
裂
に
よ
っ
て
政

府
軍
が
支
配
す
る
南
部
の
北
辺
に
位
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
南
北
の
和
平
交
渉
は
、
国
家
の
再
統

一
に
向
け
て
、
内
戦
発
生
一
○
日
後
の
二
○
○
二

年
九
月
二
九
日
の
ガ
ー
ナ
の
首
都
ア
ク
ラ
で
開
催

さ
れ
た
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
経
済
共
同
体
首
脳
会
議

を
皮
切
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
政
治
家
た
ち
の

仲
介
で
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
諸
都
市
を

舞
台
に
数
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、

本
年
三
月
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
首
都
ワ
ガ
ド
ゥ

グ
で
西
ア
フ
リ
カ
経
済
共
同
体
の
新
議
長
、
コ
ン

パ
オ
レ
大
統
領
の
仲
介
で
行
わ
れ
た
当
事
者
の
直

接
対
話
の
結
果
、
反
乱
軍
側
の
代
表
者
ソ
ロ
書
記

長
が
バ
ボ
大
統
領
の
も
と
首
相
に
就
任
し
た
こ
と

で
（
恐
ら
く
は
）
最
終
決
着
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
間
ヤ
ム
ス
ク
ロ
は
両
者
の
交
渉
の
場
と
し
て

た
び
た
び
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
昨
年
三
月
、
コ
ナ
ン
・
バ
ニ
首
相
（
当

時
）
の
提
唱
で
紛
争
当
事
者
の
バ
ボ
大
統
領
、
反

乱
軍
の
ソ
ロ
代
表
に
、
大
統
領
選
に
出
馬
が
予
想

さ
れ
る
ベ
デ
ィ
エ
元
大
統
領
、
ワ
タ
ラ
元
首
相
を

加
え
て
の
首
脳
会
談
の
場
に
選
ば
れ
た
の
は
、
ヤ

ム
ス
ク
ロ
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
○
○
六
年
四
月
、

政
府
軍
と
反
乱
軍
の
軍
代
表
の
武
装
解
除
の
た
め

の
交
渉
も
ヤ
ム
ス
ク
ロ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

北
部
を
支
配
す
る
反
乱
軍
が
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
第
二
の
内
陸
都
市
ブ
ア
ケ
を
本
拠
地
と
し
た
こ

と
で
、
ヤ
ム
ス
ク
ロ
は
政
府
軍
側
の
領
内
に
あ
る

と
は
い
え
、
ブ
ア
ケ
か
ら
南
下
し
て
わ
ず
か
一
○

○
キ
ロ
の
位
置
に
あ
り
、
ア
ビ
ジ
ャ
ン
が
政
府
軍

側
の
本
拠
地
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
期
せ
ず
し

て
地
理
的
に
両
者
の
間
を
つ
な
ぐ
中
心
点
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
両
軍
の
武
装
解
除
、
大

統
領
選
挙
の
実
施
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
ヤ
ム
ス
ク

ロ
市
は
両
者
を
包
摂
す
る
、
ま
さ
に
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
の
首
都
の
地
位
を
保
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
の
後
も
国
父
ウ
フ
エ
・
ボ
ワ
ニ
が

生
ま
れ
、
眠
っ
て
い
る
単
な
る
聖
都
で
は
な
く
、

南
北
に
分
断
さ
れ
た
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
再
統

一
の
象
徴
と
し
て
、
ヤ
ム
ス
ク
ロ
は
首
都
の
地
位

を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（ 

は
ら
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ
／
獨
協
大
学
経
済
学

部
非
常
勤
講
師
）

特集／途上国の首都機能移転
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